
　　　　　麻生区剣道連盟　平成３０年度事業計画 麻生区剣道連盟

月 日(曜） 麻生区事業内容　　 川崎市　　　

平成３０年 8(日) 総会14：00(麻生スポーツセンター研修室) 8（日） 3段以下審査 幸S.C.

４月 15（日） 一般合同稽古会①10：30～12:00　（柿生小） 22（日）中央伝達講習会　9:00
多摩スポーツ
センター

5月 13（日） 2級以下審査会9：00（金程小）、お手伝いの方8：30 13（日） 4・5段審査 県立武道館

28（月） 区大会申し込み〆切・・・未定 20（日） 1級審査 幸S.C.

6月 3(日） 区全体合同9：00（百合小）木刀基本技稽古法、一般合同②

10（日） 第１回理事会　1４：00（香林寺幼稚園予定）組合わせ確認 （土） 審判法講習会　9：00 県立武道館

７月 1（日） 麻生区剣道大会8：30集合（麻生高校 、9：00～17:00） 16（祝）市制記念選手権大会 とどろきｱﾘｰﾅ

（土）審判講習会 県立武道館

22（日）1級審査 幸S.C.

8月 （土） 剣道形講習会　9：00 県立武道館

9月 2（日） 第２回理事会14：00（ 香林寺幼稚園予定） 8（土）称号審査会 県立武道館

16（日） 麻生区小学生基本大会9：00～16：00　木刀による稽古法 （土） 6・7段受審者研修 県立武道館

一般合同稽古会③11：30～　（  百合小 ） 24（祝）市剣連創立記念大会 とどろきｱﾘｰﾅ

30（日） 2級以下審査会9：00（金程小？）、お手伝いの方8：30

１０月 8（月） 区民大会申し込み〆切 （　） 8段受審者講習会 県立武道館

21（日） 第３回理事会1４：00（香林寺幼稚園予定）　組合せ確認 28（日） 3段以下審査 幸S.C.

11月 4（日） 麻生区民剣道大会8：30集合（麻生区ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、～18：00） 11（日）審判法講習会　9：00 高津S.C.

（川崎市大会の七区対抗戦選手予選） 25（日）市民秋季総合大会
スポーツ文化
総合センター

18（日） 第４回理事会14：00（香林寺幼稚園予定） （　） 4・5段審査 県立武道館

１２月 2（日） 区全体合同稽古会 小学生　9：00～11：00（金程） （金）　市剣連納会 ＮＥＣ玉川

審判講習、剣道形講習会、一般合同稽古会④11：00～14：00 9（日） 1級審査 幸S.C.

平成31年 5（土） 一般合同稽古会⑤16：00～麻生区SC予定、新年会（ 未定 ） 6（日）市剣連初稽古　9：00 高津S.C.

1月 14（祝） 高石神社奉納大会13：00（高石神社）、集合は12：30

2月 （土） 4・5段審査 県立武道館

17（日） 第５回理事会14：00（香林寺幼稚園予定） （日）称号審査会 県立武道館

（月） 6・7段受審者研修 県立武道館

（土）剣道形講習会　9：00 県立武道館

（土）8段受審者講習会 県立武道館

3月 3（日） 第６回理事会は、必要なければ中止とする （祝）剣道形講習会（三段以下） 県立武道館

4月 14（日） 総会14：00（ 香林寺幼稚園予定）

・剣道大会は４会場で行います。 大会・審査会は8：30開館予定です。

・審判の服装は、紺のブレザー、グレーのズボン、ワイシャツは白、靴下は紺です。

・大会の記録は全て捨てないで、事務局に返して下さい。

・剣道大会の係員の方は、午前と午後で交代しないようにお願いします。

剣道大会の役割分担

明倫舘 荷物運搬と賞品賞状優勝旗準備

修道館 会場正面垂れ幕など

柿生剣 試合会場ライン

各会場準備：各クラブ会場担当役員（シート・机・椅子）

後片付けと最終確認：当番クラブ。他の先生方は適宜お手伝いをお願いします。

選手宣誓： 柿生・東柿塾・修道館・香林寺・麻生・明倫舘・虹剣会・金程

①大会関係の説明

平成30年4月9日



選手宣誓： 柿生・東柿塾・修道館・香林寺・麻生・明倫舘・虹剣会・金程

春の大会： 小・中学生の個人戦は級別（2011から）、小学団体戦は低学年（4年以下）と高学年（5・6年）

中学団体は男子の部と女子の部

一般は団体戦のみ、団体戦は1チーム3名（3チームでリーグ戦とする）

秋の大会： 小・中学生の個人戦は級別、団体戦は春の大会に同じ

一般は個人戦のみ（2段以下の部と3段以上の部、女子の部、ただし選手は6段以下）

整列： 団体戦では、選手３名とも面と小手をつけて竹刀も持って整列する

反則： 試合中にひもがほどけたら反則1回とする。ただし、6・7級は除く。

個人戦入賞者数： 参加選手1～3名の場合は優勝者のみ、4～5名は優勝と2位、6～7名は優勝・2位・3位（1名）

8名以上は、小学生は優勝・2位・3位（2名）とする。中学生以上は3位決定戦を行う。

団体戦入賞数： 小・中学生共3位決定戦を行う。

表彰式： 会長が賞状を渡し、入賞者は礼をして横に移動する。

トロフィーは、係りが確認して副会長に渡し、副会長が入賞者に渡す。

表彰順は、①小学生1～３年、②4～6年、③中学男子、④中学女子、⑤一般の順

大会の礼： 開会式：正面への礼、相互の礼、開会式終了時の相互の礼、剣道形終了後試合準備

閉会式：相互の礼、閉会式終了時の礼、正面への礼

②大会の注意事項

大会委員長： ■開会式での連絡事項

欠席者は各会場の審判主任に届け出る

選手は呼び出しの時返事をすること

試合前に選手は座って待つのが原則

選手は通路を塞がないように、防具・竹刀の置き方に注意

館内を走り回らない、エレベーターに乗らない（低学年）

閉会式後の清掃の手伝いをするように、中学生・高校生の先生にお願いする

・開会式後に試合場への入り方、立礼の位置を説明する

選手変更： 選手の変更・欠席は審判主任が確認して、各係員に連絡する

山組み表の選手名を訂正する（欠席者は縦線で消す）

欠席かどうか不明の場合は、その試合を後回しにする

審判： 各会場に、審判主任と審判副主任を置く

審判主任は、試合の運営だけでなく審判の技術向上のための指導をする

審判副主任は審判主任の補助をする

③高石神社奉納試合（持田先生作成の試合要綱あり）

12：30に抽選を行う。選手と父母会で会場の石拾いを行う。

原則として裸足とする。開会式も裸足、閉会式は靴を履いてよい。

個人戦は３位決定戦あり、団体戦は２位まで入賞

試合は２会場で行う。ただし、準決勝と決勝は第一会場で行う。（個人の3位決定戦も）

個人戦を先に行う。各クラブから２名参加とするが、合計１６名になるよう調整する。

団体戦は5名とする。各クラブから1チームとするが、合計8チームとなるように調整する。

④2級以下審査 平成22年度から、2級以下審査で木刀による基本技稽古法の審査を行う。

2級は6本、3級は4本まで。

中学生の格付けでは、木刀による基本技稽古法の講習が必要
学年により受審できる級は決まっている。飛び級は認めない。

⑤合同稽古会 木刀による基本技稽古法は、４組程度に分ける。各グループの指導者を決めておく。

初心者と低学年は基本の稽古とする。担当を決めておく。

木刀による基本技稽古法と同時に、日本剣道形の稽古も行う。（中学生も参加できる）

審判講習も行いたい（時間の都合あり）

⑥その他 中学生には目印を持参してもらう

選手は原則として３年生以下２名、４年生以上３名とする。選手がいない場合は理
事会で検討する。また、選手の出場順は低学年から学年順とする。


